
排水機場の機能強化＜戸田川＞

排水機場の治水機能を確保し、流域内の浸水被害を防止・軽減
するため、戸田川排水機場の電気設備の更新とネットワークの強
化を実施した。

完成 完成 ため池の改修の実施＜天白川流域＞

豪雨時の堤体部からの越流による決壊
を防止するため、洪水吐の改良や堤体
の嵩上げを実施した。

実施場所：平野池、要池

平野池 要池

戸田川
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＜名古屋市①＞



雨水流出抑制施設の設置＜市全域＞

名古屋市では、「名古屋市防災条例」により、市の施
設は雨水流出抑制が義務化されており、雨水貯留浸
透施設の設置を推進している。

市民・事業者の皆さまに対しても、雨水流出抑制施設
設置補助金制度を活用し、雨水流出抑制の普及・啓
発に努めている。

要配慮者利用施設等における避難確保計画の
作成促進＜市全域＞

要配慮者利用施設における避難確保計画の作成・
提出、避難訓練の結果報告を効率的に行うことがで
きる「名古屋市避難確保計画作成支援システム」を
導入している。

施設管理者の負担軽減を図り、計画作成や訓練の
実施を促すことで、施設利用者の円滑な避難行動の
確保を図る。

＜名古屋市②＞
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災害リスクが大きい範囲と要安全配慮区域の位置なごや集約連携型まちづくりプラン

●要安全配慮区域の設定

●防災指針の位置づけ

水害リスクを考慮した居住誘導＜市全域＞
平成30年に立地適正化計画として「なごや集約連携型まちづくりプラン」を策定した（令和5年、7年
改定）。

災害リスクを考慮して居住誘導区域を設定するとともに、災害リスクの内容や安全に配慮した居住
方法の理解促進を図ることを目的に、市独自の「要安全配慮区域」を設定。また、立地適正化計画
に基づく届出制度や住宅の浸水対策チラシの配布などにより、災害リスクを踏まえた居住誘導を促
進している。

防災指針では、ハザード情報と都市の情報を重ね合わせた災害リスク分析を行い、そのリスクを回
避・低減させるための取組方針を設定し、具体的な取組をとりまとめた。

＜名古屋市③＞
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